










要約:小児期発症混合性結合組織病(MCTD)の全国調査を基礎にして、症状、検査所見の特

徴を明らかにするとともに、治療の現状を分析し、段階的治療指針を策定した。川崎病は

γーグロブリン大量療法が標準的な治療法として確立する一方、高γーグロブリン血症に

伴う間題点、治療不応例に対する対処の仕方を考察した。結節性多発動脈炎は小児期には

症例が少なく統一的な治療法は困難であるが、予後不良例が多いことに鑑み、強力な抗炎

症療法の必要性を強調した。


